
宣言発令直後の閑散とした水澤寺境内（令和 2年 4月 10日）

宣言解除後、徐々に戻りつつある参拝者（令和 2年 6月 8日）
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四
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
令
さ
れ
、
五
月
末
ま
で

の
間
、「
三
密
」
回
避
の
た
め
の

外
出
自
粛
要
請
が
な
さ
れ
、
学
校

は
長
期
休
業
、
会
社
は
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
天
台
宗
も
諸
行
事
の
中
止
・

縮
小
・
延
期
が
続
き
、
群
馬
教

区
も
同
様
で
あ
り
、
書
面
に
よ

る
評
決
を
実
施
し
、
宗
務
所
所

員
は
、
時
差
出
勤
・
交
代
制
を

導
入
し
て
教
区
行
政
の
執
行
に

対
処
い
た
し
ま
し
た
。

　
連
日
、
メ
デ
ィ
ア
で
放
送
さ
れ

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
教
区
寺
院

も
参
拝
客
の
激
減
・
法
要
の
縮
小
・

延
期
等
、
例
に
も
れ
ず
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
恐
れ

ら
れ
た
疫
病
は
昔
か
ら
あ
り
、

何
回
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

　
昨
年
十
月
の
一
隅
理
事
会
に
お

い
て
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群

馬
教
区
会
長
を
ご
指
名
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
元
よ
り
浅
学

非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
誠
心
誠

意
一
隅
運
動
の
ま
す
ま
す
の
発
展

の
た
め
に
尽
力
い
た
す
つ
も
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
何
卒
、

格
別
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
二
年
に
入
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日

本
で
も
流
行
し
始
め
、
三
月
に
は

数
県
を
除
い
て
全
国
に
広
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
感
染
症
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
哀
悼
の
意
を

捧
げ
、
い
ま
だ
入
院
治
療
さ
れ
て

い
る
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
治
療
に
当
た
ら
れ

て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
、
福

祉
施
設
で
働
い
て
い
る
方
々
等
、

多
く
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
注
意
は
必
要

で
す
。
三
密
を
避
け
、
新
し
い
生

活
様
式
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
せ
ず
、
熱
中
症
に
注
意
し

な
が
ら
暑
さ
に
も
負
け
ず
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
そ
し
て
元
気
に
再
会
で
き
る

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

 

合
掌

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
役
員

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
役
員

予　告

檀
信
徒
祖
山
参
拝
研
修
会

浄
法
寺
伝
教
大
師
報
恩
法
要

　
並 

境
内
清
掃
奉
仕
活
動

伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
会 中

　
止

延
　
期

縮
小
に
て
調
整
中

新型コロナウィルス感染拡大防止新型コロナウィルス感染拡大防止

心を合わせて力を一つに心を合わせて力を一つに

す
。
そ
の
中
で
一
番
知
ら
れ
て

い
る
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行

し
た
「
ペ
ス
ト
」（
黒
死
病
）
で
す
。

六
世
紀
の
東
ロ
ー
マ
帝
国
で
は

二
千
五
百
万
人
の
人
が
、
十
四

世
紀
の
流
行
時
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
人
口
の
三
分
の
一
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
も
何
回

か
断
続
的
に
流
行
を
繰
り
返

し
つ
つ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
負
け
ず
に
生
き
残
っ

た
人
が
い
る
訳
で
す
か
ら
、
そ

の
子
孫
で
あ
る
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
は
、
ペ
ス
ト
に
対
す
る
抗

体
を
有
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
し
て
ペ
ス
ト
菌
を
発
見

し
た
の
が
、
新
紙
幣
に
肖
像
が

載
る
北
里
柴
三
郎
で
す
。

　
日
本
で
は
、
平
安
時
代
に
平
清
盛

が
「
マ
ラ
リ
ア
」
に
罹
り
大
変
な
高

熱
を
発
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
が

「
平
家
物
語
」
に
記
さ
れ
、
江
戸
時

代
に
「
コ
レ
ラ
」（
当
時
「
コ
ロ
リ
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
）
が
流
行
し
、

近
く
は
大
正
時
代
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪

の
大
流
行
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
無
く
な
っ
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
檀
信
徒
の
皆
様

も
感
染
に
は
充
分
に
注
意
し
て
生

活
下
さ
い
。

　
そ
し
て
群
馬
教
区
各
寺
院
で

は
、
感
染
症
の
第
二
波
、
第
三
波

に
備
え
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、

檀
信
徒
各
家
の
お
葬
儀
、
ご
法

事
、
ご
祈
祷
等
を
お
つ
と
め
し

て
い
ま
す
。

　
お
盆
を
迎
え
る
時
期
、
檀
信
徒

皆
様
に
は
様
々
ご
不
安
も
お
あ
り

か
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
各
菩

提
寺
ご
住
職
に
何
で
も
ご
相
談
の

上
ご
先
祖
の
ご
供
養
を
お
つ
と
め

い
た
だ
き
、
寺
檀
力
を
合
わ
せ
、

こ
の
難
局
を
乗
り
こ
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
二

年
三
月

十
一
日
、

西
前
橋
部

長
松
寺

（
長
宗
順

住
職
）
に

お
い
て
、

東
日
本
大

震
災
災
害

物
故
者
慰

霊
並
び
に

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
終
息
祈

願
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
要
は
、
全
日
本
仏
教
青

年
会
発
案
に
よ
る
法
要
で
、
長
松

寺
御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
御
宝
前
に

お
い
て
、
谷
晃
仁
（
南
前
橋
部
永

福
寺
住
職
）
全
日
本
仏
教
青
年
会

理
事
長
が
御
導
師
を
務
め
、
群
馬

天
台
青
年
会
会
員
出
仕
の
も
と
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
法
要
の
内
容
と
し
て
は
、
東
日

本
大
震
災
及
び
各
地
自
然
災
害
物

故
者
追
悼
、
早
期
復
興
祈
願
並
び

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病
没
物

故
者
追
悼
、
早
期
終
息
、
病
気
平

癒
祈
願
を
目
的
と
し
、
東
日
本
大

震
災
の
起
き
た
時
刻
、
十
四
時

四
十
六
分
に
合
わ
せ
、
長
松
寺
住

職
が
鐘
楼
堂
の
鐘
を
撞
き
、
法
要

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
や
、
疫
病
は
予
想
出

来
な
い
事
で
あ
り
、
人
々
に
大
き

な
不
安
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、

一
人
一
人
が
手
を
取
り
合
う
こ
と

に
よ
り
大
き
な
絆
が
で
き
、
困
難

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
勇
気
が
生

ま
れ
ま
す
。被
災
地
の
早
期
復
興
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終

息
を
願
い
、
合
わ
せ
て
災
害
物
故

者
、
病
没
物
故
者
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
元
年

十
一
月
よ
り

開
始
さ
れ
た

残
蝋
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

は
、
皆
様
の

お
気
持
ち
に

よ
り
、
募
集

か
ら
は
や

三
ヶ
月
で

七
十
五
・
五

kg
も
の
残
蝋

を
回
収
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
二
月
に
中
之
条
町
に

あ
る「
萌
希
の
丘
ほ
ほ
え
み
工
舎
」

様
へ
、
第
一
回
の
寄
贈
に
行
か
せ

て
頂
い
た
際
、
私
た
ち
は
多
く
の

職
員
の
方
々
よ
り
笑
顔
と
感
謝
、

驚
き
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
多

い
に
感
じ
ま
し
た
。

　「
ほ
ほ
え
み
工
舎
」
に
は
体
の

不
自
由
な
方
が
三
十
名
ほ
ど
利
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々
が
自
分

の
で
き
る
範
囲
の
作
業
を
班
ご
と

に
分
か
れ
、
丁
寧
に
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
今
後
も
回
収
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
行
き
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
引
き

続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
ほ
ほ
え
み
工
舎
」
で

は
サ
イ
ズ
を
相
談
の
上
、「
護
摩

木
」
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い

ま
せ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
祈
願

東
日
本
大
震
災
物
故
者
追
悼
並
び
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社

会
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
仏
教

界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

葬
儀
は
会
葬
者
無
し
の
家
族
葬
や

一
日
葬
が
増
え
葬
儀
後
の
会
食
を

し
な
い
な
ど
小
規
模
化
し
た
こ
と
、

年
忌
法
要
の
中
止
や
延
期
が
増
え

た
こ
と
、
彼
岸
法
要
や
施
餓
鬼
会

な
ど
の
行
事
が
や
む
無
く
中
止
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
群
馬
教
区
で
も
一
面
、
二
面
の

通
り
、
毎
年
恒
例
の
行
事
が
ほ
と

ん
ど
中
止
や
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
回
の
誌
面

作
り
も
大
変
苦
慮
致
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
、
感
染
拡

大
を
予
防
す
る
た
め
の
新
し
い
生

活
様
式
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
、

実
践
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
ご
健
勝

と
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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シ
リ
ー
ズ
群
馬
の
寺
々 

第
四
十
六
回

　
コ
ロ
ナ
禍

の
四
月
四
日

か
ら
十
一
日

の
八
日
間
、

比
叡
山
根
本

中
堂
で
、
最

高
法
儀
「
御

修
法
大
法
」

が
、「
七
仏
薬

師
大
法
」
の

秘
法
で
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
明
治
維
新
の
神
仏
分

離
よ
り
一
旦
途
絶
え
た
御
修
法
が

大
正
十
年
に
復
興
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
百
回
目
と
な
り
、
群
馬

教
区
か
ら
は
三
浦
祐
俊
宗
務
所
長

が
参
勤
い
た
し
ま
し
た
。

　
法
要
は
、古
来
の
伝
統
に
従
い
、

天
皇
陛
下
の
御ぎ

ょ
え衣
を
根
本
中
堂
に

奉
安
し
、
陛
下
の
安
穏
・
天
下
泰

平
・
国
民
の
豊
か
さ
と
幸
せ
を
祈

願
し
、
天
台
座
主
を
大
阿
闍
梨
と

し
て
、
各
門
跡
や
宗
内
か
ら
選
抜

さ
れ
た
十
七
名
の
高
僧
に
よ
り
修

法
さ
れ
ま
し
た
。
薬
師
如
来
を
本

尊
と
す
る
こ
の
修
法
は
、
一
切
の

病
苦
、
一
切
の
厄
難
を
離
れ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
除
災
与

　
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌

事
業
「
不
滅
の
法
灯 

全
国
行
脚
」

は
、
令
和
二
年
四
月
二
日
「
分
灯

式
」の
後
、差
し
当
た
っ
て
は
二
ヶ

月
程
度
比
叡
山
延
暦
寺
に
て
法
灯

を
護
持
保
管
し
、
行
脚
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
時
期
よ
り
開
始
す
る

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
緊
急

事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
と
は
い

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

の
第
二
波
、
第
三
波
の
発
生
の
可

能
性
、
又
宗
議
会
及
び
宗
務
所
長

会
か
ら
の
ご
要
望
も
あ
り
、
現
段

階
で
の
開
始
は
困
難
で
あ
る
と
判

断
い
た
し
ま
し
た
。従
い
ま
し
て
、

現
在
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
日

程
に
つ
い
て
は
一
旦
白
紙
と
し
、

状
況
の
推
移
を
見
な
が
ら
来
春
か

ら
の
開
始
を
目
途
に
再
考
を
い
た

し
ま
す
。

　
令
和
二
年
六
月
〜
十
一
月
に
執

行
予
定
で
あ
り
ま
し
た
教
区
法
要
、

並
び
に
特
別
授
戒
会
に
つ
き
ま
し

て
も
、
上
記
同
様
の
事
情
を
踏
ま

え
、
令
和
三
年
四
月
以
降
に
期
間

変
更
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
高
崎
市
街
地
か
ら
烏
川

に
架
か
る
聖
石
橋
を
渡

り
、
吉
井
方
面
へ
向
か
う

と
、
こ
の
辺
り
は
上
野
三

碑
「
多
胡
碑
」
碑
文
の
片

岡
郡
内
で
、三
島
塚
古
墳
・

小お
ぼ
り祝
神
社
が
あ
り
、
こ
れ

に
隣
接
し
て
石
昌
寺
が
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
古

書
籍
に
よ
れ
ば
、
現
在
の

前
橋
市
元
総
社
町
の
昌
樂

寺
の
末
寺
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
昌
樂
寺
は
、
上

野
国
分
寺
以
前
に
建
立
の

山
王
廃
寺
の
寺
域
に
あ
っ

た
由
緒
あ
る
寺
で
あ
り
、

石
昌
寺
は
村
名
の
「
石
」
と
昌
樂

寺
の
「
昌
」
を
合
せ
て
寺
号
と
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。山
王
廃
寺
は
、

同
じ
く
上
野
三
碑
「
山
ノ
上
碑
」

碑
文
に
あ
る
「
放
光
寺
」
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
か
ら
、

歴
史
的
に
大
変
興
味
深
い
場
所
と

言
え
、
現
在
の
住
職
は
二
十
四
世

で
す
。

　
当
山
の
由
緒
は
不
明
で
す
が
、

常
倍
山
南
光
院
石
昌
寺
と
称
し
、

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
、
脇
侍
は
観

世
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
で
、
不
動

明
王
・
薬
師
如
来
も
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
境
内
や
墓
地
に
は
、
地
元
の

人
々
に
よ
っ
て
、

一
六
八
九
年
建

立
の
阿
弥
陀
塔
・

一
七
八
九
年
建
立

の
地
蔵
塔
が
、
建

立
年
代
不
明
の
地

蔵
塔
が
二
基
あ

り
、
そ
の
他
に
六

地
蔵
が
新
し
く
建

て
ら
れ
、
本
堂
と

薬
師
堂
は
檀
徒
の

一
致
協
力
を
得

て
、
平
成
九
年
四

月
に
新
築
さ
れ
て

い
ま
す
。

「

伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌」

事
業
に
つ
い
て

「

伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌」

事
業
に
つ
い
て

天
台
宗
よ
り

楽
、
福
寿
増
長
を
祈
る
最
高
の
秘

法
と
さ
れ
、
こ
の
秘
法
は
慈
覚
大

師
円
仁
が
入
唐
し
て
相
伝
し
た
も

の
で
す
。

祖師先徳鑽仰大法会 伝教大師 1200 年大遠忌祖師先徳鑽仰大法会 伝教大師 1200 年大遠忌

御本山教区法要・不滅の法灯御本山教区法要・不滅の法灯
全国行脚全国行脚のの期間変更期間変更についてについて

群馬教区奉修日：令和 3年 7月 6日〜 7日の日程で本庁本山と調整中
実　施　要　項：�感染症拡大防止の影響により内容縮小と人員削減にて

奉修予定

教区法要奉修 （全教区奉修期間：令和 3年 4月1日〜令和 3年 9月30日）

群馬教区開催期間：他教区と調整中
実　施　要　項：感染症に警戒しつつ教区内各部を行脚予定

不滅の法灯 全国行脚 （全国 4地区開催期間：令和 3年度中）

十
二
月
九
日多野部　普賢寺

竹原 春祥 師

令
和
元
年

四
月
一
日

西群馬部　東光院

小出 行観 師

令
和
二
年

十
二
月
二
十
三
日北前橋部　龍藏寺

眞木 興空 師

令
和
元
年

四
月
一
日

多野部　千手院

野平 修眞 師

令
和
二
年

十
二
月
二
十
三
日北前橋部　圓龍寺

眞木 興遼 師

令
和
元
年

四
月
十
三
日伊勢崎部　圓勝寺

布施 祐恵 師

令
和
二
年

一
月
八
日

東前橋部　應昌寺

山本 堯仁 師

令
和
二
年

六
月
四
日

南前橋部　善光寺

宮本 匡順 師

令
和
二
年

高
崎
部
常
倍
山

南
光
院

石
昌
寺

高
崎
市
石
原
町
一
二
四
三

住
職 

小
安 

智
順

新
住
職
紹
介

御修法御修法
み し ほみ し ほ

復興後百回目の奉修復興後百回目の奉修

異例のマスク姿の出仕僧

猊下より記念の袈裟を受ける三浦祐俊宗務所長

堂内の様子

人
は
冥
加
が
大
事

人
は
冥
加
が
大
事

本堂内陣 石昌寺本堂

薬師堂

示 寂

布施 祐廣 師
令和 2 年 2 月 28 日

伊勢崎部 圓勝寺

　
私
た
ち
は
意
識
す
る
、
し
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
神
仏
の
加
護
を
得
て
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
有
頂
天
に
な
ら
ず
身

を
慎
ん
で
生
き
る
事
が
大
事
で
す
。

　「
冥
加
」
は
冥
利
と
も
言
い
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
神
仏
が
授
け

て
く
れ
る
ご
加
護
や
ご

利
益
で
す
。
人
は
予
期

せ
ぬ
幸
運
に
恵
ま
れ
る
と
有
頂
天
に

な
り
、
幸
運
は
自
分
の
善
行
や
努
力

の
結
果
と
考
え
勝
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
謙
虚
に
「
冥
加
」
を
信
じ
、

空
気
や
水
や
周
囲
の
人
々
な
ど
、
目
に

見
え
ぬ
も
の
に
支
え
ら
れ
て
い
る
姿
を

自
覚
す
る
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の

現
代
で
す
が
、
古
来
の
日
本
で
は

病
人
等
に
対
し
、
聖
徳
太
子
や
光

明
皇
后
は
施
薬
院
・
悲
田
院
な
ど

の
施
設
を
建
て
、
保
護
・
治
療
・

施
薬
へ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま

す
。そ
れ
ら
は
大
阪
の
四
天
王
寺
、

奈
良
の
法
華
寺
に
在
り
ま
し
た
。

　
法
華
寺
は
七
四
二
年
、
諸
国
に

国
分
寺
・
国
分
尼
寺
建
立
の
詔
が

発
せ
ら
れ
た
際
、
大
和
の
総
国
分

尼
寺
と
な
り
、
法ほ

っ
け
め
つ
ざ
い

華
滅
罪
の
寺
と

称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
堂
に
は

光
明
皇
后
を
写
し
た
と
さ
れ
る

十
一
面
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
伝
教
大
師
は
、
東
山
道

神み
さ
か
と
う
げ

坂
峠
の
東
西
の
麓
に
広
済
院

（
美
濃
）、
広
拯
院
（
信
濃
）
と

い
う
布
施
屋
を
建
て
、
旅
人
の

便
宜
を
図
り
、
そ
こ
で
は
治
療

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
と
福
祉
事
業

仏
教
と
福
祉
事
業


